
25 - 24
24 - 17
25 - 10

Ｃ 24 - 24
A コート

 

成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT
2 0 0 0 2 6 0 0 1 3 2 5 0 0 1 0
3 * 0 1 5 8 3 6 1 2 7 9 0 1 0 0
4 * 0 2 0 3 3 4 2 0 5 5 0 1 1 0
6 0 3 6 3 5 1 1 1 1 0 1 0 1 0 0
7 * 0 0 2 6 0 0 0 2 3 5 1 0 0 0
9 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0
10 * 1 4 2 4 0 0 1 1 0 1 0 0 0 0
14 0 1 1 2 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
18 0 1 1 3 7 2 2 1 3 4 7 1 1 1 0
20 0 0 0 1 3 0 0 2 0 6 6 1 1 0 0
21 * 0 0 4 5 3 3 1 4 5 9 1 0 1 0
24 0 1 2 0 1 0 0 4 0 2 2 0 1 0 0
35 0 0 2 2 3 0 0 1 0 4 4 1 3 0 0
41 0 0 0 1 2 0 0 1 1 0 1 0 0 0 0
55 0 1 1 0 3 0 0 3 0 1 1 1 2 0 0

0 0 0 0 0
8 20 27 59 12 16 19 17 40 57 6 11 4 0

成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT
0 * 0 1 1 4 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0
3 * 0 1 1 5 1 2 2 1 3 4 0 3 1 0
7 * 0 0 5 11 1 4 2 7 4 11 0 0 1 0
10 0 0 0 0 2 2 6 1 1 2 3 0 1 0 0
17 * 0 0 1 4 0 0 3 2 0 2 1 0 0 0
23 0 0 6 7 15 3 5 2 2 3 5 1 0 0 0
51 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
75 * 0 2 3 7 0 1 2 1 8 9 4 3 1 0
91 0 1 2 2 7 2 8 4 0 7 7 1 2 0 0

0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -

0 0 0 0 0
1 12 20 55 9 26 17 14 27 41 7 10 3 0

２０１７年度関西学生バスケットボールリーグ戦

同志社大学

Ｆ
REBOUND

№

コ ー ト 勝ち点 1 勝ち点 0試 合 ＮＯ209

98 75

敗チーム

神戸学院大学

男子

戦評
【総括】
関西学生バスケットボールリーグ2日目の第4試合のカードは昨年２部２位の同志社大学VS昨年３部から２部に昇
格して２部10位という結果でリーグを終えた神戸学院大学である。序盤は同志社がリードするが、神院大はなんとか
食らいつき点差を話すことなく、試合は拮抗したまま前半を終えた。後半は同志社が一気に点差を開き第三ピリオド
の同志社#6のブザービーターでさらに勢いに乗った同志社が第四ピリオドもさらに点差を開ける形で試合は進んで
いき、最終的に90-52で同志社勝利で関西学生バスケットリーグ2日目の第4試合は幕を閉じた。
【第一ピリオド】
ジャンプボールは同志社が制し、同志社ボールからスタート。同志社#21田邊の得点により同志社が先制。その後、
神院大はチームファウルが重なり、第一ピリオド残り4分30秒の時点で13-３と同志社がリードしていった。残り3分30秒
となった時点でうまく得点をとれない神院大は徐々に開いていく得点に我慢できずタイムアウトをとった。タイムアウト
終了後、同志社#6柳原が神院大のボールをスティールし、そのまま颯爽とレイアップにもっていき、さらに点差が開
いた。同志社もチームファウルを重ねるが、神院大はうまく点差をつめることができずに第一ピリオドは22-11で同志
社リードで終わった。
【第二ピリオド】
同志社#20中島の得点から第二ピリオドが始まった。反撃を図りたい神院大は連続スティールを決め、徐々に点差
を縮めていった。悪い流れを断ち切りたい同志社はタイムアウトをとった。神院大はディフェンスを頑張りたいところだ
が、チームファウルが徐々にたまっていき、同志社にフリースローの機会を与えてしまう。お互いにシュートが入らな
いまま時間が経っていった。同志社のチームファウルも積み重なり、神院大はフリースローの機会を得るがなかなか
フリースローが入らずに点差はあまり動かないままであった。同志社＃3の下田の鋭いドライブからのバスケットカウン
トによる3点プレーや、神院大#91楠橋の必死のディフェンスなど、互いにナイスプレーが増えてきた第二ピリオド後半
であった。その末、第二ピリオドは42-31で点差は開きもせず、縮みもせず、神院大が同志社に食らいつく形で終わり
を迎えた。
【第三ピリオド】
第一ピリオド、第二ピリオドの双方とも同志社に先制を許した神院大であったが、第三ピリオドは神院大#75梅田の
得点から始まった。しかしながら、神院大は同志社のナイスディフェンスや、同志社#3下田の連続得点、同志社#21
田邊のバスケットカウントによる3点プレーに苦しめられ、一気に点差を開いてしまった。神院大はその後もうまく得点
を重ねられない一方、同志社は#10右田の３P シュートや神院大のターンオーバーからの速攻などで、どんどん点差
を開けていった。しびれをきらした神院大はタイムアウトを取って流れを変えようと試みた。神院大#91楠橋は4つ目の
パーソナルファウルをしてしまった。第三ピリオドが終わろうとしたその瞬間に同志社#6柳原がブザービーターでさら
に3点を加え、65-42で同志社リードで第三ピリオドは終わった。
【第四ピリオド】
なんとかしてくらいつきたい神院大だが、同志社の鉄壁の守りの前でおもうように得点がとれない。第三ピリオドで３
Pシュートのブザービーターを決めた同志社#6柳原が第四ピリオド早々３Pシュートを決めた。その後も同志社が試合
を優位に進め、点差が30点差まで開いたところで、神院大はタイムアウトをとった。タイムアウト終了後同志社#55甲斐
や同志社#24万久里光司、同志社#18辻が連続でダメ押しの３Pシュートを決めた。試合時間残り一分となった時点で
41点差で同志社の後を追う神院大は諦めることなく全力で攻めるが、90-52で同志社が勝利を収めた。
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関西学生バスケットボール連盟

西野 祐希(大阪大)戦評細見 竜太 副審 田添 友祐

記録

2部リーグ戦 勝チーム

試 合 日 2017.09.03
同志社大学開始時間 15:00

会　　場 東大阪市立総合体育館

下田 忠至 13 16

柳原 功希 16 15

Ｓ 選　手　名
ＦＴ

MIN

宇治田 健郎 4 16

AS ST BSTOPTS
３Ｐ ２Ｐ

村井 大陸 4 16

0 3

永塘 哲生 3 17

田邉 陸也 11

野見 悠人 2
8

辻 耀平 11 20

古村 健一 4 14
浜田 宥人

10

中島 海里 2 13

右田 卓也 7 15
岩坪 康太朗 7 9

13
万久里 光司ジョエル 3 15

合　　　計 90

甲斐 将吾 3

200
RATE 40.0% 45.8% 75.0%

神戸学院大学

№ Ｓ 選　手　名 ２Ｐ ＦＴ ＦPTS

Team / Coach: 加賀美 伸彰

40

山本 大夢 2 11

ST MINTO AS

濱田 直希 17

落合 将太 2
大道 滉生 11

REBOUND３Ｐ BS

原本 樹 3 29

26
高梨 直希 0 3

20
岡本 良太 2

0

18

- -

梅田 賢樹 6 26
楠橋 力 9 27

-
-

0 - -
0 -

RATE 8.3%

-

-

36.4% 34.6%
200

0

Team / Coach: 山下 新樹 -
合　　　計 52

0 -
0 - -


